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１．概要（Summary） 

アルカリ条件下アニオン交換膜(AEM)型水電解技術

の実用化に向けては高性能な膜-電極接合体の作製と低

コストな触媒電極の開発が重要である．今回，水素発生

反応(HER)触媒に関し，アルカリに溶出し性能劣化につ

ながるカーボン担持体を用いない，無電解析出法による

AEM 上への触媒直接形成に対する検証を行った．本検

討では単金属として Pt を，合金として NiCoP を選択し，

それぞれ無電解浴組成の調節を行うことで AEM 上への

形成を行った．また，従来のスプレー法により作製された

Pt/C触媒との比較検討を行った．  

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

インラインモニター用 超高分解能電界放出型 走査電子

顕微鏡 （SU8240） 

 

【実験方法】 

無電解析出法によって，HER触媒である Pt薄膜及び 

NiCoP合金薄膜をAEM上に直接形成し，各サンプルの

触媒性能の評価を行った．成膜の状態に関し，電界放出

型走査電子顕微鏡(FE-SEM)を用いた表面観察，組成

分析によって解析した．サンプルは以下の通りである． 

・Pt 無電解析出形成白金 

・Pt/C スプレー法形成カーボン担持白金 

・NiCoP 無電解析出合金 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

FE-SEM 観察結果より，無電解析出法を適用すること

でカーボン担体を用いること無くAEM上に緻密な触媒層

の直接形成が可能であることが確認された．同時にサン

プルの膜厚方向の断面観察を行うことで，無電解析出時

間と実際の AEM上への析出量の関係性について確認し，

評価を行った． 

また，NiCoP 無電解浴を用いて形成した金属膜に関し

ては EDS 分析による組成解析を行い，無電解析出浴の

浴組成調節による成膜組成制御の試みを評価した．その

結果，AEM 上に形成された膜は NiCoP 合金であり，各

浴条件ごとに異なった組成を有することが確認されたこと

から，無電解析出浴条件が膜組成に影響することが示唆

された． 

さらに，電気化学測定より，各触媒サンプルがアルカリ

条件下での HER 触媒としての性能を有することが確認さ

れ，触媒組成及び表面構造が HER 活性に影響すること

が示唆された． 

以上より，無電解析出法によって HER触媒のカーボン

担体を用いること無く AEM上への直接形成が可能であり，

無電解浴条件の調節によってその触媒性能に影響を与

えることが示唆された． 
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